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�������������������

今月のひとコマ

町のシンボル
「森山」へ登ろう！
「森山登山競技会」と「もりやまウオーク」。８月31日に「森山」
で開催された二つのイベントには、約250人が参加し、みん
なで「森山汁」を味わいながら、「森山」からの素晴らしい眺
めを楽しみました。（関連記事は10㌻に掲載）
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　平成18年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、
私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。
　決算は、このお金が私たちの暮らしやまちづくりの中でどのように入ってきて、そ
してどう生かされたかをまとめたものです。
　平成18年度の町の決算のあらましを見てみましょう。

町の支出  50億2,464万円 町の収入  52億4,181万円

議会費
9,523万円　1.9％

総務費
5億8,351万円
11.6％

衛生費
4億2,547万円
8.5％

民生費
11億5,284万円
23.0％

土木費
3億4,449万円

6.9％

教育費
7億8,869万円

15.7％

公債費
7億4,432万円

14.8％

労働費
2,008万円　0.4％

農林水産業費
2億166万円　4.0％

商工費
2億3,645万円　4.7％

消防費
2億2,839万円
4.5％

諸支出金
1,624万円　0.3％

災害復旧費
1億8,727万円
3.7％

分担金・負担金
3,482万円　0.7％

町税
8億7,958万円
16.8％

地方交付税
23億9,059万円
45.6％

依存財源
38億1,262万円
72.7％

自主財源
10億948万円
19.3％

その他
4億1,971万円

8.0％

使用料・手数料
8,638万円　1.6％

財産収入
870万円　0.2％

地方譲与税
8,146万円　1.6％

利子割交付金
337万円　0.1％

配当割交付金
228万円　0.0％

株式等譲渡所得割交付金
100万円　0.0％

地方消費税交付金
1億59万円　1.9％

自動車取得税交付金
2,286万円　0.4％

地方特例交付金
465万円　0.1％

県支出金
2億8,060万円　5.4％

国庫支出金
4億9,745万円　9.5％

交通安全対策特別交付金
177万円　0.0％

町債
4億2,600万円　8.1％

諸収入
1億7,497万円　3.3％

繰入金
821万円　0.2％

寄附金
19万円　0.0％

繰越金
2億3,634万円　4.5％

ま
ち
の
財
政
状
況
を
見
よ
う

一
般
会
計
の
歳
入
は
前
年
度
に
比
べ
三
千

百
五
十
八
万
円
増
え
て
、
総
額
で
五
十
二
億

四
千
百
八
十
一
万
円
で
す
。

歳
入
は
町
独
自
で
調
達
で
き
る
「
自
主
財

源
」と
、そ
の
他
に
頼
る
「
依
存
財
源
」
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
、町
の
歳
入
の
十
九・三
㌫
で
す
。

ま
た
、
町
で
は
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な

ど
、
国
や
県
か
ら
の
お
金
を
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
依
存
財
源
」

で
す
。
依
存
財
源
は
町
の
収
入
の
七
二
・
七

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
五
十
億
二
千
四

百
六
十
四
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
五
千

七
十
五
万
円
増
え
ま
し
た
。
十
九
年
度
に
お

い
て
も
、
国
の
地
方
財
政
改
革
に
よ
る
国
庫

補
助
金
の
削
減
な
ど
、
引
き
続
き
大
変
厳
し

い
状
況
の
中
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
常

経
費
の
節
減
を
図
り
、
財
源
確
保
に
努
め
て

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。（
十
九
年
度
の

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
左
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

一般会計の収支額は約２億２千万円
　
　
　

 

行
政
全
般
に
わ
た
る　

改
革
を
進
め
ま
し
た

　
　
　

 

自
主
財
源
は
19
・
３
㌫

支
出

収
入

平成19年度決算報告

　平成19年度の決算の内容をお知らせします。町が行っているいろいろな仕事は、
私たちが納めている税金や国・県からの補助金などでまかなわれています。
　決算は、このお金が私たちの暮らしやまちづくりの中でどのように入ってきて、そ
してどう生かされたかをまとめたものです。
　平成19年度の町の決算のあらましを見てみましょう。
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19
年
度
の
主
な
事
業

◆まちづくり課
・協働のまちづくり推進事業
　　　　　 ････････････････79万円
　 ２つの支援制度により、清掃活動
や地域づくりに取り組んでいただ
きました。

◆町民福祉課
・ 広域ごみ処理施設整備事業
　　　　　 ････････････ 5,479万円
　 平成20年２月から新しいごみ処理
施設での処理が始まりました。
・ 保健事業費 ･･････････ 3,535万円
　 早朝健診など、各種健診を行いま
した。

◆産　業　課
・広域林道開設事業 ････ 1,598万円
　 森山猿田沢線の整備を進めました。
・きゃどっこまつり ･･････ 200万円
　 さかなつかみどり、和太鼓響演会、
光のパレードなどを行いました。

◆建　設　課
・雀館公園整備事業 ････ 4,748万円
　 雀館公園駐車場の整備を進めました。
・道路補修事業 ････････ 1,382万円
　 道路の維持補修を行いました。

◆消 防 本 部
・ 消防用器材購入事業 ･･････99万円
　 ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を購入
しました。

◆学校教育課
・ 五城目第一中学校改築事業
　　　　　 ･････････2億8,196万円
　 ２年間の継続事業のうち、平成19
年度分の事業を実施しました。

◆生涯学習課
・ 花いっぱい推進事業 ････ 108万円
　 花いっぱい運動を展開し、花だん
コンクールなどを実施しました。

◆国体事務局
・ 秋田わか杉国体 ･･････ 5,665万円
　 簡素で効率的な大会運営と町民総
参加により、無事終了しました。

特別会計・企業会計の決算状況

国民健康保険特別会計
歳入　13億4,566万3,414円
歳出　12億6,026万9,693円

加入者の医療費を給付するために使いました

簡易水道事業特別会計
歳入　1億8,965万 531円
歳出　1億8,619万 135円

水道の整備などに使いました

下水道事業特別会計
歳入　4億3,267万8,951円
歳出　4億2,115万8,689円
公共下水道の整備や汚水処理に使いました

農業集落排水事業特別会計
歳入　 　　3,899万2,419円
歳出　 　　3,825万8,018円

都市計画区域以外の下水道の管理に使いました

障害認定事業特別会計
歳入　 　　　221万7,964円
歳出　 　　　156万7,666円

障害の程度区分を審査するために使いました

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

歳入　12億3,648万3,876円
歳出　11億8,377万6,772円

（介護サービス事業勘定）

歳入　 　　　314万9,721円
歳出　 　　　304万3,000円

在宅介護や施設介護サービスなどに使いました

老人保健（医療）事業特別会計
歳入　15億 233万 407円
歳出　14億9,659万6,474円

75歳以上の方の医療費を給付するために使いました

水 道 事 業 会 計
（収益的収入）2億1,443万2,177円
（収益的支出）2億 48万5,120円
安心して使える水を供給するために使いました
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第
一
回
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
消

防
広
域
化
協
議
会
が
、
去
る
八
月
一
日
、
潟

上
市
役
所
昭
和
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
主
な
協

議
内
容
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
合
方
式
は
、
一
部
事
務
組
合
方
式
。
名

称
は
、「
男
鹿
潟
上
南
秋
消
防
組
合
」。
事
務

所
及
び
消
防
本
部
の
位
置
は
、
現
在
の
男
鹿

地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
の
事
務
所
と
し
、

消
防
署
は
、
現
行
の
と
お
り
男
鹿
消
防
署
、

湖
東
消
防
署
、
五
城
目
消
防
署
と
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
署
も
現
行
の
と
お
り

維
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
日
開
催
の
第
三
回
五
城
目

町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て
、
本
年

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
馬
場
目

線
バ
ス
路
線
の
代
替
え
交
通
手
段
を
含
む
、

「
五
城
目
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
計
画
で
は
、
将
来
に
向
け
て
の
市
町
村

有
償
運
送
に
よ
る
本
運
行
を
想
定
し
な
が

ら
、
今
後
一
年
間
、
馬
場
目
・
五
城
目
地
区

間
に
お
い
て
、
登
録
予
約
式
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
実
証
運
行
を
行
い
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
、
応
援
し

た
い
と
い
う
納
税
者
の
意
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
五
城
目
町
ふ
る
さ
と
愛

あ
い
き
ょ
う郷

寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
八
月
末
現
在
の
実

績
で
は
、
関
東
在
住
の
本
町
出
身
者
三
名
か

ら
、
五
十
五
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
は
基
金

と
し
て
管
理
し
、
寄
附
者
の
意
を
生
か
せ
る

よ
う
、
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
に
、
絵
画
六
点
を
出
品
し
、
す
べ
て

落
札
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
接
続
で
き
、

今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
活
用
し
て

差
し
押
さ
え
物
件
を
換
価
し
、
税
収
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

９９月議会定例会月議会定例会９月議会定例会
◆
◇
◆　

町
長
行
政
報
告
　

◆
◇
◆

消
防
組
織
等
の
統
合

に
つ
い
て

 

総　

務　

課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
つ
い
て

 

税　

務　

課

平成20年９月議会定例会が、９月８日
から19日までの日程で開催されました。
議会では、「平成19年度一般会計歳入歳
出決算認定について」「平成20年度一般
会計補正予算」など24案件が可決・承認・
認定されました。
今月号では、定例会初日に行われた渡

邉町長の行政報告を要約して紹介します。

地
域
公
共
交
通
協
議
会

に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
課

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
課

平成20年９月議会定例会が、９月８日平成20年９月議会定例会が、９月８日

「 平成19年度一般会計歳入歳出
決算認定について」
など24案件が可決・承認・認定
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県
で
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資
源
循
環

型
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
か

ら
の
廃
食
用
油
を
回
収
し
、
軽
油
の
代
替
と

な
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）

を
製
造
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
富
津
内
地
区
お
よ
び
黒
土

町
内
会
を
対
象
と
す
る
モ
デ
ル
地
区
を
設
置

し
、
廃
食
用
油
の
回
収
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
予
定
で
す
。

会
設
立
後
、
毎
月
、
県
立
大
フ
ィ
ー
ル
ド

研
究
セ
ン
タ
ー
や
栽
培
現
地
な
ど
で
の
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
十
一
月
の
産
業
文
化
祭
に

お
い
て
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
の
講
演
会
や

試
食
を
行
い
た
い
旨
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
秋
田
県
立
大
学
と
町
の
産
学

共
同
研
究
事
業
に
よ
り
、
キ
イ
チ
ゴ
を
活
用

し
た
生
菓
子
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
開

発
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
研
究
な
ど
、
キ
イ
チ
ゴ
を
町
の
特
産
品
と

し
て
位
置
づ
け
、
農
業
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
四
回
に
わ
た
り
、
赤
倉
山

荘
管
理
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
八

月
十
九
日
に
は
「
赤
倉
山
荘
管
理
運
営
の
あ

り
方
に
関
す
る
答
申
書
」
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
答
申
内
容
は
、「
赤
倉
山
荘
の
存
続

は
必
要
で
あ
り
、
再
度
指
定
管
理
者
を
公
募

し
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
が
現
時
点
で

考
え
ら
れ
る
最
善
の
方
法
で
あ
る
」
と
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
答
申
を
真
し
に
受
け
止
め
、

今
後
、
事
務
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

五
一
中
の
校
舎
建
設
工
事
は
、
順
調
に
作

業
が
進
ん
で
お
り
、
外
部
工
事
で
は
サ
ッ
シ

窓
ガ
ラ
ス
工
事
や
屋
根
木
組
み
工
事
が
終
了

し
、
屋
根
葺
き
や
外
壁
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
地
場
産
材
の
杉
材
を
活
用
し
た
杉

圧
密
加
工
材
な
ど
に
よ
る
「
校
舎
木
質
内
装

工
事
」
に
つ
い
て
は
、
町
内
業
者
の
受
注
の

確
保
を
図
る
た
め
に
四
工
区
に
分
割
し
、
簡

易
公
募
型
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
町
内
業

者
に
よ
る
四
共
同
企
業
体
に
発
注
し
て
い
ま

す
。内

部
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
木
工
事
、

天
井
、
内
装
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
九
月
下

旬
に
は
杉
圧
密
加
工
材
に
よ
る
床
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
組
子
細
工
で
装
飾
す
る
「
校
舎
風

除
室
建
具
設
置
工
事
」
に
つ
い
て
は
、
当
町

の
伝
統
的
な
組
子
技
術
を
生
か
す
た
め
、
町

内
の
建
具
職
人
に
よ
る
「
五
城
目
建
具
工
事

共
同
企
業
体
」
へ
、
随
意
契
約
に
よ
り
発
注

し
て
い
ま
す
。

月議会定例会9
行
政
報
告
を
行
う
渡
邉
町
長

「
キ
イ
チ
ゴ
研
究
会
」

に
つ
い
て

 

産　

業　

課

廃
食
用
油
の
回
収
に
つ
い
て

 

町
民
福
祉
課

平成20年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ7,399万2,000円の追加補正。
補正後の予算総額は55億3,079万1,000円。
❖主な補正内容
　歳　出
●財産管理費 ･･････････766万8,000円の増額
　（ 旧五城目幼稚園の解体工事請負費など）
●道路新設改良費 ･･････････2,600万円の増額
　（ 町道の側溝改良整備の工事請負費など）
●公園事業費 ･･････････692万6,000円の増額
　（ 杉ヶ崎墓苑未整備区域の整備工事請負費など）

平成19年度一般会計歳入歳出決算認定につ
いて
（ ２、３㌻をご覧ください）

町教育委員の任命につき議会の同意を求め
ることについて
　９月30日で任期を満了する町教育委員会の委員
について、３人の方を選任しました。
 ●伊藤　惠朗さん（再任　新畑町）
●伊藤容一郎さん（再任　石　崎）
●八木下真全さん（新任　築地町）

町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙に
ついて
　９月28日で任期を満了する選挙管理委員会の委
員に、次の方々を選びました。
 ●山平　秋明さん（再任　新　町）
●松橋　正美さん（再任　浅見内）
●藤田　芳秋さん（再任　広ヶ野）
●一関　敏弘さん（新任　久　保）

可決・承認された主な議案
赤
倉
山
荘
に
つ
い
て

 

産　

業　

課

五
一
中
の
校
舎
建
設
工
事

に
つ
い
て

 

学
校
教
育
課



●
出
品
作
品
を
募
集
中

　

産
業
文
化
祭
で
は
、
農
林
産
品
や
商

工
業
品
な
ど
の
展
示
品
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

農　
林　
産　
品

　

 

❶
水
稲　

❷
畑
作
物
、
た
ば
こ　

❸

果
実　

❹
野
菜
、
花
き　

❺
農
林
園

芸
加
工
品
等　

❻
林
産
物　

❼
珍
品

（
特
に
大
き
い
も
の
や
、
め
ず
ら
し

い
も
の
）

▼ 

商　
工　
業　
品

　

 

❶
木
材　

❷
木
工
品　

❸
工

芸
品　

❹
食
品　

❺
工
業
品

▼ 
生
活
工
夫
展

 　

 
❶
衣
類
更
生
品　

❷
改
良
工

夫
品

※ 

出
品
物
の
受
け
付
け
は
、
十

月
二
十
九
日
㈬
、
体
育
館
内

で
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

行
い
ま
す
。

●
褒
賞
授
与
は
町
功
労
者
表
彰
式
典
と

　

十
一
月
一
日
㈯
に
合
同
開
催

　

各
部
門
ご
と
に
出
品
物
の
審
査
を
行

い
、
優
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
主
催

者
賞
な
ど
を
授
与
し
ま
す
。

　

褒
賞
授
与
は
、
十
一
月
一
日
㈯
午
前

十
時
か
ら
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で
、

町
功
労
者
表
彰
式
典
と
合
同
で
開
催
し

ま
す
。

　11月１日㈯、２日㈰、３日㈪、の３日間、第32回町産業文化祭
が広域五城目体育館、町民センターを会場に開催されます。産業や
文化活動の成果が展示公開されます。町発展の息吹をぜひ肌で感じ
とってください。秋の食味を楽しもう!

挑戦コーナーで楽しもう!

● 農産物、桶そば
　手づくり漬物
　だまこもち、みそたんぽ

11月２日・３日
19：00～15：00

お問い合わせは、産業文化祭事務局（役場産業課☎８５２・５２１５）へ

褒賞授与は町功労者表彰式典と合同開催

第32回　産　業　文　化　祭
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まだまだあるよ!産業文化祭

● ヨーヨーを作ろう
　（風船もあるよ）

11月３日
10：00～

● なめこつかみどり 11月３日
14：30～

別
特

画
企

開催期間　11月１日㈯、２日㈰、３日㈪　会場　広域五城目体育館

▼
募　
　

集

「
か
か
し
」募
集
中
！

昔
は
よ
く
ス
ズ
メ
よ
け
で
田
ん
ぼ
に

立
っ
て
い
た
「
か
か
し
」。

ぜ
ひ
、
産
業
文
化
祭
会
場
に
展
示
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

※ 

お
申
し
込
み
は
、
産
業
文
化
祭
事
務

局
（
役
場
産
業
課
）
ま
で

▼
イ
ベ
ン
ト

キ
イ
チ
ゴ
栽
培
活
動
報
告・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
話

十
一
月
一
日
㈯　

午
後
〇
時
四
十
分

〜
午
後
一
時
二
十
分

※ 

試
作
中
の
「
キ
イ
チ
ゴ
ア
イ
ス
」
を

試
食
で
き
ま
す
。

●救急フェア 11月３日
10：00～12：00

●第25回
　町芸文協芸能発表会

11月３日
11：00～

●「廃油石けん・ぼかし」
　販売コーナー

11月３日
19：00～

● 食育コーナー 11月２日・３日
19：00～16：00

● 展示・即売コーナー 11月２日・３日
19：00～16：00

●苗木プレゼント 11月２日
10：00～11：00

お 茶 の 集 い

▼ 11月２日㈰　９：00～16：00
　　　　　　　　　遠 州 流

（町民センターホール）

▼ 11月３日㈪　９：00～16：00
　　　　　　　　　石 州 流

（町民センターホール）
　　　　　　　　　大日本茶道学会

（町民センター３階）



▼開　催　日　 10月26日㈰

▼会　　場　 雀館運動公園広場（スタート・ゴール）

▼申し込み　 町中央公民館に準備している申込用紙に
必要事項を記入して提出してください。

▼参　加　料　 指定の用紙で下記の参加料を振り込んで
ください。

　　　　　　 ▼小　・　中学生　1,000円
　　　　　　 ▼高校生・一般　2,500円
　　　　　　 ▼ウォーキング　1,500円

（中学生以下1,000円）
※ 大会当日、参加受け付けは行いません。
※ お問い合わせは、五城目朝市500年記
念マラソン大会事務局（☎８５２・４
４１１）まで

～　種　　目　～

十
月
二
十
五
日
㈯
、
朝
市
通
り
で
秋

の
朝
市
ま
つ
り
「
き
の
こ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
五
城
目
名
物
だ
ま
こ
も
ち
、

ナ
メ
コ
汁
、
桶
そ
ば
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。旬

の
き
の
こ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
五

城
目
朝
市
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

十
月
二
十
五
日
㈯

　
　
　
　

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
会　

場　

朝
市
通
り

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
業
課

　
（
☎
８
５
２
・
５
２
２
２
）
ま
で

ナメコやマイタケなど
旬のきのこが盛りだくさん

秋の朝市「きのこまつり」開催

別特 画企
当
日
朝
市
や
商
店
会
で
買

い
物
を
し
た
方
に
、
朝
市
休
憩

所
前
で
抽
選
券
一
枚
を
差
し
上

げ
ま
す
。

抽
選
会
は
和
田
様
宅
前
で
、

午
前
九
時
三
十
分
（
一
回
目
）

と
、
午
前
十
時
三
十
分
（
二

回
目
）
に
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
先
着
百
五
十
本
で
、
景
品

が
無
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

き
の
こ
が
当
た
る

朝
市
抽
選
会

「第15回朝市500年記念マラソン大会」

ランナーを大募集！
申し込みに走れ！！

 ２㎞ 小学校１～４年男子・女子
 ３㎞  小学校５～６年男子・女子

中学校１～３年女子
 ５㎞  中学校１～３年男子、一般男子・女子（年代別）

ウォーキング
 10㎞ 一般男子・女子（年代別）
 20㎞ 一般男子・女子（年代別）
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 ２㎞
 ３

 ５

 10
 20

秋の朝市まつりと同時開催！

観光協会まつり
　町がもっと元気になってほしいという願いを込め
て、にぎわい創造イベント「観光協会まつり」が開
催されます。
秋の朝市まつりと併せて、踊りや歌、各種コーナー

をお楽しみください。

▼場　所　 朝市休憩所　裏側広場

▼タイムスケジュール
　 9：00～ 9：30 路上ダンスショー

（GOJOME夢舞明人）
　10：00～10：30  歌謡ショー（田中恵さん　

※第16回秋田追分全国大会
優勝者）

　 9：00～12：00 各種コーナー
 ・やきとりコーナー
 ・横手やきそばコーナー
 ・地酒コーナー
 ・チャリティバザー
 ・ 映画「釣りキチ三平」

　ロケ写真展
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盆
城
庵
を
管
理
し
て
い
る
合
地
町
内
会
が
、

秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
盆
城
庵
秋
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

デ
ロ
杉
流
域
や
ネ
コ
バ
リ
岩
、
北
ノ
又
の

茅か
や

ぶ
き
民
家
な
ど
、
映
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
豊
か
な
自
然
を
見
学
し

た
後
、
み
ん
な
で
楽
し
く
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を

作
り
ま
す
。
ま
た
、
旬
の
野
菜
や
き
の
こ
が

い
っ
ぱ
い
の
「
山
里
市
」、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ

の
演
奏
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▼
日　

時　

十
月
十
二
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

▼
会　

場　

盆
城
庵　

※
各
自
現
地
集
合

▼
参
加
料　

大
人　
　
　
　

一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

一
、
〇
〇
〇
円

▼
定　

員　

四
十
人
（
家
族
連
れ
大
歓
迎
）

※ 

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
近
野
一

彦
さ
ん
（
盆
城
庵
管
理
人
・
☎
８
５
３
・

２
６
２
９
）
ま
た
は
役
場
産
業
課
（
☎
８

５
２
・
５
２
２
２
）
ま
で

みんな 作 きりたんぽ鍋
かな で しもう

「盆城庵秋祭り」を開催

　

ブ
ナ
林
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を
観
察
し
な

が
ら
、
標
高
一
、〇
三
七
・
四
㍍
の
馬
場
目
岳
を

清
掃
し
、
自
然
の
大
切
さ
を
分
か
ち
合
い
ま

し
ょ
う
。

▼
日　

時　

十
月
十
一
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
七
時
三
十
分　

道
の
駅
出
発

▼
参
加
料　

大
人　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　
　
　

五
〇
〇
円

▼
定　

員　

五
十
人

※ 

十
月
六
日
㈪
ま
で
、
役
場
産
業
課
（
☎
８

５
２
・
５
２
２
２
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

豊かな にふれてみませんか

秋の馬場目岳清掃登山

みんなみんな 作作 きりたんぽ鍋きりたんぽ鍋
豊

の豊かな自然がいっぱい
の馬場目を楽しもう!

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
秋秋秋の秋の秋
町
秋
町町町町
秋
町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋の秋の秋の秋のの秋の秋の秋の
町
秋
町
秋
町
秋
町町町町
秋
町町町
秋
町町町
秋
町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町
秋
町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町
秋
町町町町町町町町町町町町町町町
秋秋秋秋秋

「
馬
場
目
川
上
流
部
に
ブ
ナ
を
植
え
る

会
」
で
は
、
馬
場
目
川
源
流
部
と
み
ん
な

の
心
に
「
ブ
ナ
の
森
」
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
た
め
に
、
今
年
も
植
林
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　
　

時

　

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

　

午
前
九
時
三
十
分

　

五
城
目
町
役
場
出
発

▼
植　
栽　
地

　

 

馬
場
目
沢
国
有
林
糸
沢

▼ 

植
栽
時
間

　

午
前
十
時
三
十
分
〜午

前
十
一
時
三
十
分

▼ 

昼
食
交
流
会

　

午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午
後
二
時

▼ 

お
持
ち
に
な
る
も
の

　

 

昼
食
、
唐
ぐ
わ
（
唐
ぐ
わ
は
事
務
局
で

も
準
備
し
ま
す
）

※ 

参
加
申
し
込
み
は
、田
中
洋
一
さ
ん
（
乙

市
・
☎
８
５
４
・
２
０
２
６
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

第
16
回　
秋
田
・
ブ
ナ
を
植
え
る
つ
ど
い

2008年

11月３日
（文化の日）
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クマに注意しましょう！
　山菜・キノコ採りや登山、レ
ジャーなど、山や野外で活動す
るときは、クマと出会わない・
引き寄せないよう心がけ、クマ
による被害を防ぎましょう。

●必ず２人以上で行動する
● 鈴やラジオなどで音を出しな
がら行動する

●子グマには絶対に近寄らない
● 足跡やフンを見つけたらその
先に進まない

● 食べ物や残飯、容器などを捨
てない

「
映
画
釣
り
キ
チ
三
平　

ロ
ケ
現
場
コ
ー
ス
」

▼
日　
　

時　

十
月
二
十
二
日
㈬

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

▼
集
合
場
所　

五
城
館

▼
コ
ー
ス　

 

馬
場
目
北
ノ
又
、
デ
ロ
杉
流

域
な
ど

▼
講　
　

師　

池
田
紀
代
志
さ
ん

（
秋
田
市
ふ
る
さ
と
案
内
人
）

※ 

徒
歩
で
の
講
習
で
す
の
で
、
歩
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※ 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
開
催
日
の
前
日
ま

で
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
（
役
場
産
業
課
内　

☎
８
５
２
・
５

２
２
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
５
２
・
５
３
６
９
）

ま
で

現場を見ながらガイドのしかたを学ぼう
観光ガイド育成事業を開催

九
月
十
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、
馬
場
目
線

の
バ
ス
路
線
に
代
わ
っ
て
、
十
月
一
日
か
ら
運
行

を
開
始
す
る
「
予
約
式
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
説
明

会
を
、
馬
川
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
全
十
一
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
に
は
延
べ
百
三
十
二
人
の
方
が
参
加
さ

れ
、「
予
約
式
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
へ
の
登
録
方
法

や
予
約
・
利
用
の
仕
方
な
ど
の
説
明
に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

九
月
一
日
、
秋
田
中
央
交
通
株
式
会
社
よ
り
、
五
城
目
線
（
坂
本
経
由
系
統
・

特
急
か
も
し
か
）
を
平
成
二
十
一
年
九
月
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
回
の
バ
ス
路
線
の
一
部
廃
止
に
続
く
申
し
入
れ
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、
当
協
議
会
で
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
予
約
式
乗
合
タ
クシ
ー
」

説
明
会
を
開
催

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
務
局

（
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
内　

☎
８
５
２
・
５
３
６
１
）
ま
で

Vol.3

五
城
目
線（
特
急
か
も
し
か
）の
廃
止
申
し
入
れ

「
五
城
目
」
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
・
ふ
る
さ

と
元
気
再
生
協
議
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
に

向
け
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
事
業

の
本
格
的
実
施
に
向
け
た
事
業
調
査
と
、
地
域
交
通

に
関
わ
る
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
意
向
調
査
の
た
め
、

朝
市
開
催
日
に
各
地
区
と
朝
市
商
店
街
を
結
ぶ
、「
無

料
乗
合
車
あ
っ
た
か
号
」
の
実
験
運
行
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
運
行
車
両　

乗
用
車
、
ワ
ゴ
ン
車

▼
運
行
日　

 

十
月
十
五
日
㈬
〜
十
二
月
七
日
㈰
の

朝
市
開
催
日

（
０
・
２
・
５
・
７
の
付
く
日
）

「新たな公」まちコミュニティ創生支援事業

コミュニティ創生に向けた
BDF（バイオディーゼル燃料）事業の
実施への調査協力をお願いします

お問い合わせは、
「五城目」まちコミュニティ創生・

ふるさと元気再生協議会事務局
（あったか五城目　☎８５２・５０２７）まで



八
月
三
十
一
日
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
「
森
山
」
を
会
場
に
、「
森

山
登
山
競
技
会
」
と
「
も
り
や

ま
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
森
山
登
山
競
技
会
」
に
は
、

中
学
生
や
一
般
の
方
四
十
七
人

が
参
加
。
標
高
二
八
五
㍍
の
第

二
高
地
ま
で
を
走
っ
て
登
り
、

日
ご
ろ
鍛
え
た
脚
力
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た

「
も
り
や
ま
ウ
オ
ー
ク
」
に
は
、

一
般
の
方
に
五
小
三
年
生
の
児

童
と
保
護
者
を
含
め
た
約
二
百

人
が
参
加
し
、
約
一
時
間
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
森
山
を
登
り
ま

し
た
。

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が

そ
ろ
っ
た
森
山
の
山
頂
は
、
ほ

ぼ
満
員
状
態
。
森
山
汁
（
豚
汁
）

を
み
ん
な
で
味
わ
い
な
が
ら
、

町
や
八
郎
湖
が
一
望
で
き
る
山

頂
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

10KOHO GOJOME No.891 2008.10.1

当
日
参
加
さ
れ
た
町
の
最
高
齢
者

□
□
□
□
さ
ん
（
森
山
荘
）

九
月
十
三
日
か
ら
の
三
日
間
、

長
沼
球
場
（
潟
上
市
）
を
主
会

場
に
行
わ
れ
た
全
県
お
は
よ
う

野
球
大
会
に
お
い
て
、
町
の
野

球
チ
ー
ム
「
小
政
倶
楽
部
」
が

見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

小
政
倶
楽
部
は
平
成
十
六
年

に
続
き
二
度
目
の
決
勝
戦
進
出

で
、
決
勝
戦
で
は
惜
し
く
も
敗

れ
た
も
の
の
、
主
将
の
□
□
□

□
さ
ん
（
下
山
内
）
は
、「
次
は

三
度
目
の
正
直
。
全
県
優
勝
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
、

来
年
に
向
け
て
の
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

森
山
山
頂
は
大
に
ぎ
わ
い

「
森
山
登
山
競
技
会
」と「
も
り
や
ま
ウ
オ
ー
ク
」を
開
催

第
39
回
全
県
お
は
よ
う
野
球
大
会

小
政
倶
楽
部
が
見
事
準
優
勝

九
月
三
日
、
広
域
五
城
目
体

育
館
に
お
い
て
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
と
の
共
催
で
敬
老
福
祉
の
集

い
を
開
催
し
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。
現
在
、
町
の
七
十
歳
以

上
の
方
は
昨
年
よ
り
百
三
人
増

え
、
三
千
二
百
四
十
人
で
、
当

日
は
約
四
百
人
の
方
が
元
気
に

参
加
し
、
表
彰
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
健
康
講
演
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は

今
年
金
婚
を
迎
え
た
六
十
七
組

の
う
ち
二
十
九
組
の
ご
夫
婦
が

参
加
し
て
金
婚
を
祝
う
集
い
が

行
わ
れ
、
賞
詞
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
元
気
に
長
寿
を
祝
う

敬
老
福
祉
の
集
い
を
開
催

表　　彰
９月１日、首相官邸において、平成

19年秋雨前線による豪雨災害におけ
る顕著な消防団災害活動が認められ、
町消防団が防災功労者として内閣総理
大臣表彰を受けました。

表
彰
を
受
け
た

町
消
防
団
の
大
石
消
防
団
長（
中
央
）と

渡
邉
町
長（
右
）、佐
藤
消
防
長（
左
）

結
婚
50
年
を
祝
う
「
金
婚
を
祝
う
集
い
」
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酒米の生育状況を確認する研究会の皆さん

九
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で

の
三
日
間
、
五
城
目
高
校
二
年

生
の
□
□
□
□
さ
ん
（
大
川
）

と
□
□
□
□
さ
ん
（
三
種
町
）
が
、

五
城
目
町
役
場
で
の
就
業
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

三
日
間
の
就
業
体
験
で
は
、

一
般
事
務
や
観
光
施
設
・
林
道

の
管
理
状
況
確
認
な
ど
を
行
っ

た
ほ
か
、
二
日
目
の
午
前
中
に

は
、
朝
市
の
出
店
状
況
調
査
も

実
施
。
出
店
者
の
皆
さ
ん
に
声

を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
間
取
り

を
図
っ
た
り
、
写
真
撮
影
を
し

た
り
し
ま
し
た
。

上 位 の 成 績

▼競技の部 ▼応援の部
　優　勝　舘越町内会 　優　勝　湯ノ又町内会
　準優勝　野田町内会 　準優勝　黒土町内会
　第３位　西野町内会 　第３位　昭辰町町内会

今
年
六
月
に
発
足
し
た
町
酒

米
研
究
会
（
会
長
：
伊
藤
正
春

さ
ん
・
大
川
三
区
）
で
は
、
地

元
の
酒
米
を
お
い
し
い
地
酒
づ

く
り
に
使
用
し
て
も
ら
う
地
産

地
消
を
目
指
し
、
九
月
四
日
に

二
回
目
の
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
試
験
的
に
「
秋
田

酒
こ
ま
ち
」
を
作
付
け
し
た
町

内
の
水
田
四
十
㌃
を
視
察
し
、
生

育
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
の
夕
刻
か
ら
は
、

グ
リ
ー
ン
ロ
イ
ヤ
ル
丸
富
に
お

い
て
「
五
城
目
町
酒
造
好
適
米

販
売
確
認
書
締
結
式
」
が
開
催

さ
れ
、
同
研
究
会
、
全
農
あ
き
た
、

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
、
そ
し
て
地

元
の
福
禄
寿
酒
造
の
四
団
体
が

確
認
書
へ
署
名
。
来
年
度
か
ら

は
、
研
究
会
が
町
内
の
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
で
生
産
し
た
酒

米
を
、
全
農
あ
き
た
と
Ｊ
Ａ
あ

き
た
湖
東
を
通
じ
て
福
禄
寿
酒

造
へ
販
売
し
、
地
元
の
酒
米
を

使
っ
た
地
元
の
地
酒
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
七
日
、
五
城
目
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
二
年
に
一

度
の
全
町
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
町
内
か
ら
四
十
一
の

町
内
会
と
、
姉
妹
都
市
の
千
代

田
区
か
ら
二
つ
の
町
会
連
合
会

が
参
加
。
心
配
さ
れ
て
い
た
天

候
も
見
事
に
回
復
し
、
み
ん
な

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

第
28
回
全
町
体
育
祭

競
技
の
部
で
優
勝
し
た

舘
越
町
内
会
の
皆
さ
ん

地
元
の
酒
米
を
お
い
し
い
地
酒
に
！

関
係
団
体
が「
酒
造
好
適
米
販
売
確
認
書
」に
署
名

役
場
の
仕
事
を
体
験

五
城
目
高
校
二
年
生
が
就
業
体
験
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九
月
十
四
日
に
九
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
□
□
□
さ
ん
。
現

在
も
身
の
回
り
の
こ
と

は
自
分
で
こ
な
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
ご
自
宅

の
周
り
の
草
取
り
を
し

た
り
、
自
転
車
に
乗
っ

て
大
川
に
住
む
娘
さ
ん

の
と
こ
ろ
ま
で
遊
び
に

行
っ
た
り
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

ま
た
、
読
書
が
大
好
き
で
、
毎
朝
新
聞
を
読
ん

で
読
み
た
い
本
を
探
し
、
近
く
の
本
屋
へ
ご
自
分

で
買
い
に
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

□
□
□
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

元気なひ孫に囲まれてのんびりと

□□□□さん（下山内）

八
月
二
十
五
日
に
九

十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
□
□
さ
ん
。
一

年
ほ
ど
前
ま
で
は
自
転

車
で
畑
に
出
か
け
、
こ

ま
め
に
農
作
業
を
こ
な

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
は
の
ん
び
り

と
、
大
好
き
な
相
撲
中

継
な
ど
を
中
心
に
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
過
ご
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
よ
く
遊
び
に
来
て
く
れ
る
と
い
う
二
人

の
ひ
孫
に
会
う
の
も
楽
し
み
と
の
こ
と
で
、
お
祝

い
に
伺
っ
た
際
も
、
ご
自
宅
は
二
人
の
元
気
な
声

に
包
ま
れ
、
□
□
さ
ん
も
穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

□
□
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

読書が大好き

□□□□□さん（西野）

町で90歳を迎えられた方をご紹介します ※掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際にお知らせください。町で90歳を迎えられた方をご紹介します 元気に長生き！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
発

病
防
止
や
病
気
の
重
症
化
防
止
に
と
て

も
有
効
で
す
。
希
望
す
る
方
は
、
流
行

す
る
前
の
十
二
月
中
旬
ま
で
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

県
内
の
登
録
医
療
機
関
（
病
院
な
ど
）

で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対　
　

象

・ 

接
種
日
に
満
六
十
五
歳
以
上
の
方

・  

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
、
心

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま

た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
が
認
め
ら
れ

る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
相
当

の
程
度
が
認
め
ら
れ
る
方
）

▼
接
種
期
間

　

平
成
二
十
年
十
月
十
五
日
㈬
か
ら

　

平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
㈯
ま
で

▼
接
種
料
金

　

 

町
で
一
、
〇
〇
〇
円
を
負
担
し
ま
す
。

接
種
費
用
の
残
り
の
金
額
を
個
人
が

支
払
い
ま
す
。（
生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

 

健
康
保
険
証
、
生
活
保
護
世
帯
証
明

書
、
身
体
障
害
者
証
明
書

▼
申
し
込
み

　

 

予
約
が
必
要
で
す
。
直
接
医
療
機
関

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
発

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
発

▼
接
種
期
間

高
齢
者
の
皆
さ
ん

インフルエン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

■ 接種の時に医師との相談が必要な方
　❶　 心臓病・腎臓病・肝臓病、慢性の病気で

治療を受けている。
　❷　 気管支ぜんそくがある。
　❸　けいれんを起こしたことがある。
　❹　 インフルエンザ予防接種液の成分・鶏卵・

鶏肉などに対してアレルギーがある。

■ 接種を受けられない方
　❶　 37.5度以上の熱がある。
　❷　  重い急性疾患にかかっている。
　❸　 インフルエンザワクチンでアナフィラキ

シーショックを起こしたことがある。
　❹　 インフルエンザワクチン接種後２日以内

に発熱がみられたか、全身性発しんなど
のアレルギーを疑う症状があった。

　❺　 過去に免疫不全の診断をされている。
　❻　 医師が不適当と判断した場合。

■ 接種後の注意事項
　・　 接種後30分は医療機関で様子を見る。

24時間は副反応の出現に注意し観察する。
　・　 接種当日の入浴はさしつかえないが、過

激な運動や飲酒は避ける。

♦90歳を迎えられた方（９月20日現在）

　8月25日　□□　□□さん（下山内） 9月14日　□□□□□さん（西野）
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子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲

10月８日㈬、10日㈮
　雀館運動公園
　（雨天の場合、もりやまこども園）▲

10月23日㈭
　もりやまこども園
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

五城目幼稚園の「ちびっこ広場」
に遊びにきてください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前の幼児とそ
の保護者▲

内　容　 園内や園庭で自由に遊
んだり、保護者同士の
交流や子育てに関する
相談、情報交換など▲

開催日　10月１日㈬、
　　　　　11月５日㈬

午前10時～午前11時30分
※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
「わんぱーく」を
開催します

遊びに来てね！

「ちびっこ広場」で
遊びませんか 診・診・予 防 接 種予 防 接 種

お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー10月

■　健　　診　■
7日　３歳児健康診査
対象　平成17年２月、３月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

15日　ポリオ予防接種（２回目）
対象　平成19年７月～10月生まれ
受付　13時30分～14時
場所　千葉内科医院

20日　乳児健康診査
対象　平成20年６月生まれ

12時40分～13時
平成19年12月、
平成20年３月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

22日　ポリオ予防接種（１回目）
対象　平成20年２月～５月生まれ
受付　13時30分～14時
場所　千葉内科医院

24日　1歳児健康相談
対象　平成19年９月、10月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
20日・27日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

町民福祉課福祉保健係
☎８５２・５１８０

心の扉を開く（安心と信頼）
　　　……聞き上手になろう
聞き上手は、どんな相手にも安心と信頼の関係を築く基礎になります。
ちょっと自分の聞きぐせを振り返り、周囲との良い関係づくりのために、
ちょっと努力をしてみませんか。今回は奥田先生の著書の一部を紹介します。

聞くための基本姿勢
　❶ 　心は真白なキャンバスをイメージし、先入観を排除する。
　❷　相手の言葉をそのまま受け止める。
　　　➡「でも」「しかし」等否定的なことばの排除
　❸　聞きながら考えない。評価しない。
　❹自分の話に取り込まない。最後まで聞く。
　❺　沈黙を利用する。

※参考図書：奥田弘美（精神科医）「コミュニケーションの基礎」から抜粋

 町民福祉課　保健師

こころはればれ
通信　Vol.26
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新
しい
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た

受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か

骨こ

つ
　

粗そ

　

鬆
し
ょ
う
　

症
し
ょ
う
　

検
　

診

　

骨
粗
鬆
症
は
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
女
性
に

多
い
病
気
で
す
。
発
症
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
、
生
活
習
慣
や
体
質
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

将
来
、
骨
粗
鬆
症
に
な
ら
な
い
よ
う
検
診

を
受
け
て
、
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　

❶ 　

 

平
成
二
十
年
度
に
二
十
歳
、
二
十
五
歳
、

三
十
歳
、
三
十
五
歳
、
四
十
歳
、　　

四
十
五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五
歳
、　

六
十
歳
を
迎
え
る
（
た
）
女
性 

　

❷　
妊
娠
し
て
い
な
い
方

▼
会　
　

場　

 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
五
城
目

▼
予
定
人
数　

百
六
十
人
（
先
着
順
）

▼
検
診
料
金　

 

無　

料

■ 申し込み
検診対象者には通知しています。下記日程
表から希望の日時を選び、役場町民福祉課福
祉保健係（☎852・5180）にご連絡ください。
後日、日程表、問診票をお送りします。

■骨粗鬆症検診日程表
実施月日 実　　施　　時　　間
10月14日㈫ 午後１時30分 午後２時30分 午後３時30分

10月15日㈬ 午後１時30分 午後２時30分 午後３時30分

10月16日㈭ 午後１時30分 午後２時30分 午後３時30分

10月17日㈮ 午後１時30分 午後２時30分 午後３時30分

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
、
十
月
一

日
で
更
新
し
ま
し
た
。

九
月
下
旬
に
世
帯
主
様
あ
て
に
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
来
年
九

月
ま
で
に
六
十
五
歳
と
な
る
退
職
被
保
険
者

の
方
と
、
七
十
五
歳
と
な
る
方
は
、
有
効
期

限
が
九
月
三
十
日
以
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
あ
ら
た
め
て
送

付
さ
れ
ま
す
。

※ 

住
所
を
町
外
に
移
し
て
い
る
学
生
の
方

は
、
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、役
場
町
民
福
祉
課
福

祉
保
健
係（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）ま
で

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の

摂
食
に
ご
注
意
を

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

摂
食
摂
食

！
　

平
成
十
六
年
秋
、
ス
ギ
ヒ
ラ

タ
ケ
の
摂
食
に
関
連
す
る
と
思

わ
れ
る
急
性
脳
炎
・
脳
症
が
発

生
し
ま
し
た
。
現
在
も
原
因
を

調
査
中
で
す
が
、
未
だ
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

腎
障
害
が
な
い
一
般
の
方
も

原
因
が
分
か
る
ま
で
、
念
の
た

め
冷
凍
や
缶
詰
な
ど
も
含
む
ス

ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
食
を
見
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。稲

わ
ら・も
み
殻
の

焼
却
を
や
め
ま
し
ょ
う

稲
わ
ら・も
み
殻

稲
わ
ら・も
み
殻

焼
却
焼
却

！稲わら
焼
き
は
、
県
公
害
防
止

条
例
で
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
十

日
ま
で
の
期
間
は
全
面
的
に
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
わ
ら
焼
き
の
煙
は
、
視
界

不
良
に
よ
る
交
通
事
故
や
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
、
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重

な
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

県
生
活
環
境
文
化
部
環
境
管
理
室（
☎
８
６
０
・
１
６
０
３
）

お
問
い
合
わ
せ

県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
（
☎
８
６
０
・
１
４
２
４
）
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秋の訪れとともに、五城目町中央線（県道秋田八郎
潟線）の街路樹である「けやき」の落葉時期となりま
した。
沿線の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、落ち葉

の回収にご協力いただける方には回収袋をお配りし、
集まった落ち葉は町で運搬処分します。
ぜひご連絡をお願いします。

※ お問い合わせは、役場建設課都市整備係（☎８５２・
５２６３）まで

落ち葉の回収にご協力ください

生
活
環
境
等
維
持
管
理
業
務

こ
ん
な
活
動
を
支
援
し
ま
す

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
６
１
、
５
３
５
２
）

支
援
額
は

申
請
方
法
は

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交
付
金
事
業

こ
ん
な
活
動
を
支
援
し
ま
す

支
援
額
は

申
請
方
法
は

ま
ち
づ
く
り
課
で
す

ハ
イ
！

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

〝
ま
ち
づ
く
り
活
動
〞を
支
援
し
ま
す
！

地
域
環
境
の
美
化
、
清
掃
、
維
持
管
理
、

ご
み
対
策
な
ど
、
身
近
な
環
境
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
す
る
活
動
で
地
域
の
皆
さ
ん

の
労
力
で
実
施
で
き
る
業
務
を
、
町
が
必

要
な
経
費
を
支
援
し
業
務
委
託
し
ま
す
。

※
備
品
的
経
費
は
対
象
外
で
す
。

原
則
と
し
て
、
５
万
円
が
上
限

実
施
予
定
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
業
着
手
の
３
か
月
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
、
20
万
円
が
上
限

公
共
性
・
社
会
貢
献
性
・
計
画
性
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
活
動
で
、
審
査
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
対
象
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

※ 

事
業
の
種
類
は
特
に
定
め
て
い
ま
せ

ん
。
町
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

▼回収期間
　平成21年３月31日㈫まで

▼回収方法
　 役場１階正面玄関の回収
ボックスへ入れてくださ
い。

▼回収できるもの
　 大きさが25㎝×15㎝以下の、小型電子電気機器
（デジタルカメラ・携帯電話・電卓など）
※ 具体的な品目や回収の詳細については、「こでんプロ
ジェクト」ホームページ（http://www.coden.jp/）
をご覧ください。

捨てないで！それも大切な資源です
「こでん」（小型電子電気機器）の
試験回収にご協力ください

ごみに関するお問い合わせ
役場町民福祉課（☎８５２・５１１２）

　「森山不動明王を守る会」の皆さん
による、町道不動尊線の草刈り作業

　大川町内会の皆さんによる、大川
多目的広場の遊具修繕作業
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全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会

◆
中
学
校
小
編
成
の
部　

▼
金
賞　

五
一
中
吹
奏
楽

部潟
上
南
秋
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会

◆
弁
論
の
部　

▼
第
１
位　

□
□
□
□
□（
３
年
）

平
成
20
年
度
県
卓
球
選
手
権
大
会

◆
男
子
の
部　

❖
14
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス　

▼
第
１

位　

□
□
□
□
□（
五
一
中
２
年
）　

❖
13
歳
以
下
シ
ン

グ
ル
ス　

▼
第
３
位　

□
□
□
□（
五
一
中
１
年
）　

❖

ダ
ブ
ル
ス　

▼
第
２
位　

□
□
□
□
□（
五
一
中
２

年
）、□
□
□
□（
五
一
中
１
年
）　

▼
第
３
位　

□
□
□

□（
馬
小
６
年
）

◆
女
子
の
部　

❖
14
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス　

▼
第
３

位　

□
□
□
□
□（
五
一
中
２
年
）　

❖
ダ
ブ
ル
ス　

▼

第
２
位　

□
□
□
□
□（
五
一
中
２
年
）、□
□
□
□（
五

一
中
２
年
）

北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会

◆
男
子
団
体　

▼
第
３
位　

□
□
□
□（
馬
小
６
年
）、

□
□
□
□（
五
小
５
年
）

第
36
回
全
県
選
抜
柔
道
大
会

◆
中
学
校
男
子
の
部　

▼
準
優
勝　

五
一
中
柔
道
部

第
24
回
県
中
学
校
新
人
水
泳
大
会

◆
女
子
200
ｍ
自
由
形　

▼
第
６
位　

□
□
□
□（
２
年
）

◆
女
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

▼
第
４
位　

□
□
□
□

（
２
年
）

第
36
回
全
県
小
学
生
水
泳
選
手
権
大
会

◆
男
子
の
部　

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
６
位　

□
□
□

（
五
小
６
年
）　

❖
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

▼
第
６
位　

□

□
□
□
□（
五
小
６
年
）　

❖
100
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
６
位

□
□
□（
五
小
６
年
）

◆
女
子
の
部　

❖
200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

▼
第
６
位

□
□
□
□（
五
小
５
年
）、□
□
□
□（
五
小
５
年
）　

❖

200
ｍ
リ
レ
ー　

▼
第
６
位　

□
□
□
□（
五
小
５
年
）

第
36
回
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ン
ダ
ー
水
泳
記
録
会

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
３
位　

□
□
□（
五
小
６
年
）　

❖
100
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
３
位　

□
□
□（
五
小
６
年
）　

❖
100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

▼
第
３
位　

□
□
□
□
□

（
五
小
６
年
）

第
31
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
交
流
大
会

◆
６
年
男
子　

❖
50
ｍ
自
由
形　

▼
第
１
位　

□
□
□

（
五
小
）　

❖
50
ｍ
背
泳
ぎ　

▼
第
２
位　

□
□
□（
五

小
）　

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
１
位　

□
□
□（
五
小
）

❖
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

▼
第
１
位　

□
□
□
□
□（
五

小
）　

❖
100
ｍ
背
泳
ぎ　

▼
第
２
位　

□
□
□
□
□

（
五
小
）　

❖
100
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
２
位　

□
□
□（
五

小
）　

❖
200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
・
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

▼

第
１
位　

□
□
□
□
□（
五
小
）、□
□
□（
五
小
）□
□

□（
五
小
）、□
□
□
□（
五
小
）

◆
６
年
女
子　

❖
50
ｍ
自
由
形　

▼
第
２
位　

□
□
□

□（
馬
小
）　

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
１
位　

□
□
□
□

（
馬
小
）　

❖
100
ｍ
自
由
形　

▼
第
２
位　

□
□
□
□
□

（
馬
小
）

◆
５
年
女
子　

❖
50
ｍ
自
由
形　

▼
第
２
位　

□
□
□

□（
五
小
）　

❖
50
ｍ
背
泳
ぎ　

▼
第
３
位　

□
□
□
□

（
五
小
）　

❖
50
ｍ
平
泳
ぎ　

▼
第
１
位　

□
□
□
□

（
五
小
）、第
３
位　

□
□
□
□（
馬
小
）　

❖
100
ｍ
自
由

形　

▼
第
２
位　

□
□
□
□（
五
小
）

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

◆
女
子
小
学
生
高
学
年
の
部　

❖
女
子
同
士
カ
ッ
プ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
部
門
二
種
目
総
合　

▼
第
５
位　

□
□
□
□（
五
小
４
年
）

馬
場
目
川
河
川
浄
化
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▼
１
席　

□
□
□
□（
馬
小
６
年
）　

▼
２
席　

□
□
□

□
□（
五
小
６
年
）　

▼
３
席　

□
□
□（
大
小
５
年
）

▼
佳
作　

□
□
□
□（
五
小
５
年
）、□
□
□
□（
馬
小

５
年
）、□
□
□
□（
五
小
６
年
）、□
□
□
□（
内
小
６

年
）、□
□
□
□
□（
大
小
６
年
）、□
□
□
□
□（
馬
小

６
年
）、□
□
□
□（
内
小
６
年
）

第
22
回
奥
の
細
道
象
潟
全
国
俳
句
大
会

▼
佳
作　

□
□
□
□（
五
小
５
年
）

町
で
は
平
成
二
十
一
年
度
採
用
の
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
採
用
予
定
人
数
と
受
験
資
格

　

・
初
級
一
般
事
務　

若
干
名

　

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

・
初
級
消
防
職
員　

若
干
名

　

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　

※ 

消
防
の
広
域
化
に
よ
り
、
男
鹿
潟
上
南
秋
消
防

組
合
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

・
経
験
者
採
用　

若
干
名

　

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
お
お
む
ね
民
間
企
業
等
の

勤
務
年
数
が
三
年
以
上
の
方

▼
給　
　

与

 

初
任
給
は
原
則
と
し
て
一
四
○
、一
○
○
円
で
す
。経
験

年
数
が
あ
る
方
は
そ
れ
に
応
じ
て
増
額
し
ま
す
。

　
（ 

給
与
条
例
に
従
い
各
手
当
を
支
給
し
ま
す
）

▼
一
次
試
験
日
時
・
会
場

　

・ 

平
成
二
十
年
十
一
月
十
六
日
㈰　

午
前
九
時
受
付
開
始

　

・
五
城
目
町
役
場

▼
試
験
の
方
法

　

・ 

一
次
試
験
（
教
養
試
験
）

　

・ 

二
次
試
験
（
口
述
試
験
・
作
文
・
身
体
検
査
）

　
　

※ 

二
次
試
験
は
、
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
に

行
う
予
定
で
す
。

　

・
資
格
調
査

▼
受
験
申
し
込
み
受
け
付
け
期
間

　

十
月
六
日
㈪
〜
十
月
二
十
七
日
㈪

▼ 

問
い
合
わ
せ
、
申
込
書
請
求
、
受
験
申
込
先

　

 

〒
０
１
８
・
１
７
９
２

　

五
城
目
町
西
磯
ノ
目
一
丁
目
一
番
地
一

　

 

五
城
目
町
役
場
総
務
課
（
電
話
８
５
２
・
５
３
３
２
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

cs.to
w
n
.g
o
jo
m
e
.a
kita

.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町職員採用試験を行いますあなたの力を
求めています

（
敬
称
略
）
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　職員の給与は、人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地
方公共団体とのバランス等を考え、町議会の審議を経て、条
例で定めます。
　当町職員給与は、給与水準の比較方法である「ラスパイレ
ス指数」でみると、依然低い状況です。

１.ラスパイレス指数 （国家公務員の号俸を100としています）
　五城目町のラスパイレス指数の推移

※平成19年度一般職員退職者の平均支給額は、20,238千円となっています。

町職員の給与の現状
町職員の給与の実態を皆さんに知っていただくため、その現状を紹介します。（役場総務課）

３.職員給与費の状況
　 平成20年度当初予算における職員給与費は次のとおり。

（単位：千円）

（注） この予算には町長・副町長・教育長とALTを含み、水道･簡易水道・下水道･農業
集落排水・介護事業の職員は含みません。又、退職手当を含みません。

４.平均給料月額と平均年齢

５.初任給などの状況 （平成20年4月1日現在）

（注）   経験年数は、採用前に民間企業などに勤務した経験がある場合、その期間を
換算し採用後の勤務期間に加算した年数です。

６.経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
（平成20年4月1日現在）

　 経験年数が約15年、20年、25年の職員について、平均給
料月額は次のとおり。

２.人件費の状況
　 平成19年度決算における歳出額に占める人件費の割合は
次のとおり。

（平成19年度決算状況調査より）

②退　職　手　当　 退職手当は、退職時の給料月額に退職事
由・勤続年数による支給割合を乗じた額
となります。

③特殊勤務手当　 特殊勤務手当の種類･支給額などは次の
とおり。 （平成20年4月1日）

④時間外勤務手当（水道･選挙関係除く）

⑤扶養・住居・通勤手当

９.特別職の給料などの状況
　町長・議員などの特別職の給料・報酬は次のとおり。

10.職員数の状況
　町の各部門の職員数は、次のとおり。

（注） 職員数は、休職者･派遣職員を含み､臨時的任用職員･非常勤職員を除きます。

７.一般行政職の級別職員数の状況
（平成20年4月1日現在）

（給与実態調査より）

年　度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
ラスパイレス指数 87.1 85.6 84.3 83.6 84.5

住民基本台帳
人 口（20.3.31）

歳　出　額
A

人件費（職員給）
B

構成比率
（B／A）

参　　考
平成18年度構成比率

11,537人 4,786,009千円 808,482千円 16.9％ 17.1％

職員数Ａ
（20.4.1）

給　　　与　　　額 1人あたり
給与額（B／A）給　料 期末勤勉手当 寒冷地手当 その他手当 計　Ｂ

148人 568,529 213,345 10,313 63,044 855,231 5,779

区　分 平成19年４月１日 平成20年4月1日
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 3,249百円 47歳 3,221百円 47歳
技能労務職 2,654百円 57歳 2,702百円 57歳

（給与実態調査より）

区　　　分 一般行政職（試験） （選考）
大 学 卒 短 大 卒 高 校 卒 高 校 卒

初　任　給 1,722百円 1,528百円 1,401百円 1,356百円

区　　分 一　　般　　行　　政　　職
大　学　卒 短　大　卒 高　校　卒

経験年数約15年 2,668百円 2,429百円 2,246百円
経験年数約20年 3,135百円 2,762百円 2,697百円
経験年数約25年 3,456百円 3,226百円 3,061百円

区　分 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

計標 準 的 な
職 務 内 容

課 長
主席課長補佐 課長補佐

主 査
係 長 主 任 主 事

平成20年度
職員数と構成比

13人 18人 48人 15人 12人 106人
12.5％ 17.0％ 45.3％ 14.1％ 11.3％ 100.0％

区　　分 最高限度額 勤続20年 勤続25年 勤続30年
自 己 都 合 59.28月分 23.50月分 33.50月分 41.50月分
勧奨・定年 59.28月分 30.55月分 41.34月分 50.70月分

区　　　分 支給職員数 全職員に
占める割合

１人あたり支給額
（日額または１勤務）

清掃・し尿処理業務従事者 2人 1.3％ 200円（日額）

消 防 業 務 従 事 者 26人 16.8％ 325円（夜間時間額）
200円（救急１勤務）

平成19年度
支 給 総 額 20,005,507円
１人あたり支給年額 124,257円

扶養手当

配偶者の分
配偶者以外の２人目からの分
ただし、配偶者が扶養でない場合、そのうち1人に
ついては

13,000円
6,500円

11,000円

住居手当 借家の場合の支給限度額
持家の場合の支給額（新築から５年まで）

27,000円
2,500円

通勤手当 交通機関利用の場合の支給限度額
交通用具（自動車など）利用の場合の支給限度額

55,000円
24,500円

区分 給料月額 区分 報酬月額 期 末 手 当
町 長 720,000円 議 長 280,000円 6月期　　1.4月分
副町長 555,000円 副議長 245,000円 12月期　　1.6月分
教育長 490,000円 議 員 235,000円 　計　　3.0月分

区　　分 職　　員　　数 対前年増減数
部　　門 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度

一
般
行
政

議 会
総務企画
税 務
民 生
衛 生
農 林
商 工
土 木

2
32
9
16
10
11
6
8

2
33
9
14
10
12
6
7

2
33
8
13
10
13
6
7

0
1
0

△2
0
1
0

△1

0
0

△1
△1
0
1
0
0

小 計 94 93 92 △1 △1
特
別
行
政

教 育
消 防

28
26

24
26

19
26

△4
0

△5
0

小 計 54 50 45 △4 △5
普通会計　計 148 143 137 △5 △6

企
業
会
計

水 道
下水道
その他

8
3
9

6
3
10

5
3
10

△2
0
1

△1
0
0

小 計 20 19 18 △1 △1
合　　計 168 162 155 △6 △7

11. 秋田県人事委員会からの公平委員会の事務
委託に係る業務状況報告

　平成19年度中、勤務条件に関する措置の要求及び不利益
処分に関する不服申立てについて、当町は該当ありません。

８.職員手当の状況
①期末勤勉手当　支給割合は次のとおり。

区　　分 ６月期 12月期 計 国
期末手当 1.40月分 1.60月分 3.00月分 3.00月分
勤勉手当 0.55月分 0.55月分 1.10月分 1.50月分



校
舎
完
成
予
定
日
ま
で
あ
と

163
日
・
進
ち
ょ
く
率

65
％

校
舎
完
成
予
定
日
ま
で
あ
と

163
日
・
進
ち
ょ
く
率

65
％

▼ 

校
舎
内
部
の
木
工
事
が
進
行
中

で
す
！

五
城
目
第
一
中
学
校
校
舎
建
設

工
事
は
、
屋
根
お
よ
び
外
壁
工
事

が
完
了
し
、
校
舎
の
外
観
が
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
ま
す
。
内
部
の
木
工

事
は
、
間
仕
切
り
工
事
が
完
了
し
、

今
月
か
ら
ス
ギ
圧
密
加
工
材
の
床

張
り
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

二
階
中
央
の
大
き
な
空
間
は
、

「
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
な
り
ま
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
と
廊
下
に
は
間
仕

切
り
の
壁
が
な
く
、
ス
ギ
材
を
鳥

か
ご
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
中

に
本
棚
や
読
書
ス
ペ
ー
ス
が
配
置

さ
れ
、
明
る
い
オ
ー
プ
ン
な
空
間

に
な
っ
て
お
り
、
廊
下
や
テ
ラ
ス

か
ら
自
由
に
出
入
り
が
出
来
ま

す
。「生

徒
が
利
用
し
や
す
い
図
書

室
」
に
し
、
読
書
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
考
え

方
が
、
設
計
に
生
か
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

5 ／ 第44回五城目･上小阿仁間駅伝
競走大会（町民センター前）

 6 ／ 「釣りキチ三平」を成功させる会
記者会見（秋田市）、湖東部議会有志
議員懇談会（町内）

 8 ／ 「秋田赤十字大会」名誉副総裁ご
歓迎昼食会･式典･講演会（秋田市）

 9 ／ 八郎湖周辺清掃事務組合議会臨
時会（男鹿市）、全国地域安全運動
メッセージ伝達式（役場前）

 14 ／ 第31回全国土地改良大会秋田大
会（秋田市）

 16 ／全国道路利用者会議（秋田市）
 19 ／千代田区民運動会（東京都）
 21 ／ あきたリッチセミナー　in　NAG
  　OYA（愛知県）
 24 ／ 市町村の自立促進に向けた会議

（秋田市）

 26 ／ 第15回五城目朝市500年記念マ
ラソン大会（雀館運動公園広場）、消防
協会男鹿･潟上･南秋支部教養研
修（五一中グラウンド）

町長の主な予定（10月） 町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（８月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 芸能生活50周年記念祝賀パーティー 10,000円

会　費 1件 教育懇談会時懇親会 3,500円

接　遇 2件 来客接待 126,334円

その他 7件

杉沢地区活力再生地域協議会交流会、ふるさと五城
目会と五城目OB500歳野球チームとの交流会、馬場
目地区町内対抗駅伝大会・馬場目川清流駅伝大会、
全県消防操法大会出場第10分団激励、広青苑・森山
荘合同夏まつり、NPOよつば「納涼会」、グループ
ホームすずめだて「夏まつり」

28,470円

合 計 11件 168,304円

平成20年４月～８月の合計 557,529円

※
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９
月
20
日
現
在

「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」

五城目第一中学校建設工事が進行中！

10
月
１
日
現
在



170

故
郷
を
離
れ
て
四
十
数
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
無
事
六
十
歳
を
迎
え
、
懐
か

し
い
十
七
期
生
の
皆
様
と
お
祝
い
の
席
を
囲

む
た
め
、
五
城
目
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
、
抜
け
る
よ
う
な
晴
天
で

し
た
。
ま
る
で
私
た
ち
十
七
期
生
を
祝
福
す

る
よ
う
で
す
。
は
じ
め
に
神
社
に
向
か
い
、

皆
揃
っ
て
丁
重
な
お
払
い
を
受
け
た
後
、
会

場
の
町
民
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
最

初
に
会
っ
た
時
は
殆
ど
誰
が
誰
か
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
お

し
ゃ
べ
り
が
弾
み
、
話
す
た
び
に
懐
か
し
い

面
差
し
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

会
場
に
着
き
、
青
空
に
く
っ
き
り
と
し
た

稜
線
を
描
く
森
山
を
背
景
に
、
全
員
揃
っ
て

記
念
撮
影
で
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
毎
に
着

席
し
、
校
歌
を
歌
う
と
中
学
校
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
学
校
も
老
朽

化
で
建
替
え
ら
れ
る
と
聞
き
、
取
り
壊
さ
れ

る
前
に
も
う
一
度
、
目
に
焼
き
付
け
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
歓
談
で
は
、
次
々
に
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
出
席
い
た

だ
い
た
恩
師
、
小
玉
久
男
先
生
は
今
も
ご
活

躍
で
、
か
く
し
ゃ
く
た
る
ご
挨
拶
を
拝
聴
い

た
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
き
り
た
ん
ぽ
な
ど
郷
土
料
理
を
心
配

り
し
た
お
料
理
も
た
い
へ
ん
美
味
し
く
、
秋

田
に
居
る
こ
と
を
し
み
じ
み
と
実
感
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
と
席

を
移
り
各
ク
ラ
ス
が
入
り
乱
れ
て
ひ
と
つ
に

な
っ
た
頃
、
ク
ラ
ス
毎
の
写
真
を
撮
影
し
ま

し
た
。
撮
影
済
み
や
撮
影
待
ち
の
人
達
が
、

カ
メ
ラ
の
前
に
並
ん
で
い
る
人
達
を
冷
や
か

し
て
、
懐
か
し
い
言
葉
が
行
き
交
い
ま
す
。

撮
影
の
合
間
外
に
目
を
移
す
と
、
馬
場
目

川
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
と
と
も
に
、
森

山
の
懐
に
抱
か
れ
た
町
は
、
紅
い
ベ
ー
ル
を

か
け
た
よ
う
な
夕
焼
け
に
包
ま
れ
て
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
皆
に

と
っ
て
い
つ
ま
で
も
懐
か
し
い
故
郷
で
す
。

こ
の
ま
ま
緑
豊
か
な
故
郷
で
あ
っ
て
欲
し

い
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
欲
し
い
と
願
わ
ず

に
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
様
の
ご
親
切
に
よ
り
、
心
温
ま
る
楽
し

い
故
郷
の
旅
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の

同
期
会
を
企
画
実
行
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
も
所
用
で
何
度
か
訪
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
、

心
休
ま
る
の
ど
か
な
故
郷
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

【　

短 　

歌　

】

寺
継
ぎ
し
八
十
世
な
る
孫
慎
全

衣
姿
は
息こ
子
と
重
な
り
て

 

築
地
町　
八
木
下
み
き
ゑ

ネ
ッ
ク
レ
ス
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
み
な
孫
た
ち
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
れ
ば
愛
し
き
宝

 

長　

町　
　

鍋
谷
フ
ク
枝

昨
日
ま
で
庭
に
舞
い
い
し
つ
が
い
の
蝶

今
日
は
見
え
ず
に
秋
を
寂
し
む

 

湯
ノ
又　
　

沢
田
石
和
子

虫
す
だ
く
庭
に
二
度
花
ふ
じ
に
沙
羅

凌の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

霄
花
も
咲
か
す
こ
の
年

 

新　

町　
　

山
平　

富
子

　

【　

俳 　

句　

】

踏
石
や
踏
ま
れ
ぬ
距
離
の
も
じ
ず
り
草

 

湯
ノ
又　
　

沢
田
石
和
子

な
で
仏
な
で
る
所
増
え
秋
彼
岸

 

畑　

町　
　

本
間　

恵
子

春
夫
の
詩
吾
も
秋
刀
魚
を
焼
く
日
か
な

 

雀　

舘　
　

斎
藤　

ハ
ツ

夕
刊
に
夏
の
匂
い
が
つ
ま
り
け
り

 

新　

町　
　

高
橋　

房
子

　

【　

川　
 

柳　

】

夢
多
い
蛍
見
上
げ
る
遠
花
火

 

東
磯
ノ
目　
　

齊
藤　

一
輪

夕
暮
れ
の
メ
ー
ル
に
思
慕
を
忍
ば
せ
る

 

下
山
内　
　

大
石　

一
粋

思
い
出
を
ひ
と
つ
灯
し
て
ひ
と
つ
消
す

 
一
番
町　
　

加
藤　

星
花

父
の
消
え
た
街
で
拾
っ
た
人
情
味

 
畑　

町　
　

一
関　

北
柳

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

五城目中央治療院
はり・マッサージ

☎018（852）2737
（五城目バスターミナル内）

定休日／水曜日、正月・盆各３日間

広告掲載募集中！
広報「ごじょうめ」へ広告を掲載しませんか?

▼  サイズと料金
　たて4.5㎝×よこ18.0㎝･･･12,000円
　たて4.5㎝×よこ 9.0㎝･･･ 6,000円
　たて4.5㎝×よこ 6.0㎝･･･ 3,600円

▼  締 め 切 り　発行日の1か月前まで
※お申し込み・お問い合わせは
　役場まちづくり課

（☎８５２・５３４２）まで

　

「
五
一
中
還
暦
同
期
会
」
に
出
席
し
て

千
葉
県
在
住　

蜂　

巣　

れ
い
子

（
五
一
中
十
七
期
卒
・
紀
久
栄
町
出
身
・
旧
姓
鎌
田
）
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中段右から４人目が蜂巣さん



あなたの力を開発途上国の人々へ

JICA（国際協力機構）ボランティアを募集中
（11月10日㈪まで）

！

安全・安心に暮らすためには、みんなで協力しあって防犯
の輪を広げることが大切です。
「自分たちの安全は自分たちで守る」という気持ちを、み
んなで育てましょう。

❖ＳＴＯＰ！振り込め詐欺
　さまざまな手口の詐欺が、あなたを狙っています。

～あわてず　さわがず　まずは相談～
県警察本部県民安全センター（☎864・9110）または、最寄りの警察署へ

10月11日㈯～10月20日㈪は
「全国地域安全運動」

10月11日㈯は、「秋田県安全・安心まちづくりの日」です。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
  ・8月19日　2万円　□□□□□さん
　湯ノ又１区（亡き母　□□□さん）
・8月26日　3万円　□□□□さん
　樋　口　　（亡き夫　□さん）
・9月 9日　3万円　□□□□さん
　岡本１区　（亡き母　□□さん）▲

寄付金
  ・ 7月27日　2万円　南秋カラオケ同
好会　会長　朝香正孝さん
　（チャリティー発表会の収益金）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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平成20年飲酒運転等追放競争　19位（全県25市町村・平成20年8月末現在）

公共建設工事等入札結果　上半期（平成20年4月～９月）
 　契約額が500万円未満の工事などに
ついては役場総務課で閲覧できます。

（工事名・契約額・落札業者）▲
 平成20年度浄水場高圧受電盤更新工

事　2,534万4,900円　秋田東北商事 
㈱　近藤嘉之▲

 平成20年度電源立地地域対策交付金
事業五城目小学校下水道接続工事　
570万1,500円　㈱高千建設　小玉
清人▲

 平成20年度秋田の木・利用推進木造
公共施設整備事業校舎木質内装工事
（第1工区）　2,191万9,800円　沢田
石・渡辺・佐々木建設工事共同企業体
　沢田石誠

▲
 平成20年度秋田の木・利用推進木造

公共施設整備事業校舎木質内装工事
（第2工区）　2,047万5,000円　松
橋・京野・八重樫特定建設工事共同企
業体　松橋新▲

 平成20年度秋田の木・利用推進木造
公共施設整備事業校舎木質内装工事
（第3工区）　2,520万円　齊藤・よし
み・アイケー建設工事共同企業体　齊
藤嵩夫▲

 平成20年度秋田の木・利用推進木造
公共施設整備事業校舎木質内装工事
（第4工区）　2,677万5,000円　セ
コー・五城目トーヨー住器・秋田技能社
特定建設工事共同企業体　加藤政光▲

 平成20年度都市公園事業「都市基幹

公園総合補助」雀館公園整備工事　
3,146万3,250円　㈱セコー　加藤政
光▲

 平成20年度都市公園事業「都市基幹
公園総合補助」雀館公園照明灯設置工
事　581万7,000円　福島電気商会
　福島栄一▲

 平成20年度小学校通線舗装補修工事
　 762万7,200円　㈲森山建設　佐藤
輝夫▲

 平成20年度五城目町公共下水道事業
H19201号管路施設工事　1,496万
9,850円　㈲森山建設　佐藤輝夫▲

 平成20年度五城目町公共下水道事業
H19202号管路施設工事　1,884万
9,600円　㈲森山建設　佐藤輝夫

JICAでは、青年海外協力隊、シニア
海外ボランティア、日系社会青年ボラ
ンティア、日系社会シニアボランティ
アを募集しています。

❖「青年海外協力隊活動報告会」
　 ▼会　場　五城館１階「蔵」
　 ▼日　時　10月17日㈮

　19：00～20：30

❖「事業説明会」
　 ▼会　場　秋田市アルヴェ３階

「市民交流サロン」
・青年の部（20～39歳）
　日時　10月18日㈯　14：00～16：00
　　　　10月28日㈫　18：30～20：30
・シニアの部（40～69歳）
　日時　10月18日㈯　10：30～12：30
※どちらも入場無料、予約不要です。

JICA秋田デスク　☎864・1181、FAX864・0160　e-mail：jicadpd-desk-akitaken@jica.go.jp



パソコン教室受講生を募集

初めてのインターネット▲

会　場　中央公民館▲

期　日　10月14日㈫・15日㈬
　　　　　　　 21日㈫・22日㈬▲

時　間　午後７時～午後９時▲

定　員　10人
※ 10月６日㈪よりお申込みを受け付
け、定員になり次第締め切ります。

一定面積以上の土地取引には
届け出が必要です

　一定面積以上の土地取引の契約をし
た場合、国土利用計画法により、土地
の買い主は町長に届け出をする必要が
あります。▲

届け出が必要な取引
　 　売買、交換、売買予約、譲渡担
保、代物弁済など▲

届け出が必要な土地の面積用件
　・都市計画区域内
　　　5,000平方㍍以上
　・都市計画区域外
　　　10,000平方㍍以上
※ 都市計画区域内で、10,000平方㍍
以上の取引の場合は、「公有地の拡
大の推進に関する法律」により、契
約の前に売り主からの届け出が必要
です。▲
届け出内容

　土地の所在、利用目的など▲

届け出期限
　契約の日から２週間以内▲

罰　則
　 　期限内に届け出をしなかったり偽
りの届け出をすると、法令により罰
則に処される場合があります。

特設行政相談所のお知らせ

　下記の日程で、特設行政相談所を開
きます。
　行政相談委員は、行政機関の仕事な
どについての苦情や意見・要望を受け
付け、その解決を図る、いわば「行政
と住民のパイプ役」です。お気軽にご
相談ください。▲

日　時　10月21日㈫
　午前10時～午後３時▲

会　場　五城館▲

行政相談委員
　　　　鍋谷鶴芳さん（長町）

屋内温水プールのお知らせ

　10月13日㈪体育の日は、屋内温水
プールを無料開放します。どうぞご利
用ください。

甲種防火管理者講習会が開催
されます

　職場で管理的、監督的立場にある方
で、甲種防火管理者の資格を習得し、
防火管理業務を行おうとする方を対象
に、甲種防火管理者講習会が開催され
ます。▲

日　　時　10月28日㈫、29日㈬
　　　　　　午前９時～午後５時▲

場　　所　 秋田市河辺総合福祉交流
センター▲

受　講　料　5,000円▲

受付期間　10月６日㈪～17日㈮
※ 受講申請書は町消防署に準備してい
ます。

親子ふれあい体操教室を
開催します

▲
日　時　10月18日㈯

　　　　　午前10時～午前11時30分▲

会　場　広域五城目体育館小体育館▲

対　象　 町内の保育園・幼稚園児や
小学校低学年児童とその保
護者▲

講　師　舘岡陽子さん（下高崎）
※ 参加費は無料です。10月８日㈬ま
で、町内の保育園や幼稚園、または
生涯学習課へお申し込みください。

内川地区公民館からのお知らせ

　内川地区公民館では、10月から開
催する吹き矢教室の受講生を募集しま
す。▲

日　程　10月10日㈮から
　　　　　毎月第２、第４金曜日▲

時　間　午後１時30分～▲

受講料　無料
※ 10月７日㈫まで、内川地区公民館
にお申し込みください。

10月は不正軽油一掃作戦を
実施します

　軽油に重油や灯油を混ぜ、軽油と
偽って消費、販売することは、軽油取
引税の脱税行為につながります。
　秋田地域振興局では、不正軽油を一
掃するために燃料の抜き取り調査を行
いますので、ご協力をお願いします。
また、情報がありましたら上記連絡先
にご連絡ください。
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問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
役場まちづくり課（☎852・5361）

問い合わせ先
行政相談委員　鍋谷（☎852・2027）

問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
不正軽油110番（80120・9・100・10）

▼と　き　10月13日㈪　午前９時～午後４時

▼ところ　八郎潟町ゲートボール場
　　　　　（八郎潟町民体育館向かい）

湖東３町商工会「商工祭」を開催！

五城目朝市、横手やきそばも特別出店！
お楽しみ抽選会（先着250名）もあります

問い合わせ先
町消防署（☎852・2028）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2008年 11月ごみ収集日程表

平成20年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　□□　□さん）

再利用　地球の環境　守るカギ

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

なまえ

なまえ

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
十
一
月
三
日
㈪
文
化
の
日
と
十
一
月
二
十
四

日
㈪
勤
労
感
謝
の
日
の
振
替
休
日
は
、
可
燃

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、
必
ず
名
前
を
書
い
て
、
午
前
八

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
の
収
集
日
が
重
な
っ
て
い
る
町
内
は
、

カ
ラ
ス
の
散
乱
防
止
対
策
等
の
た
め
、
可
燃

ご
み
を
集
積
箱
内
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

収
集
内
容
が
一
部
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼ 

「
ガ
ラ
ス
類
」
と
「
ビ
ン
類
」
の
分
別
に
つ
い

て
は
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
５
月
号
８
㌻
を
、

「
金
属
類
」
と
「
カ
ン
類
」
の
分
別
に
つ
い
て

は
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
６
月
号
９
㌻
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

い
つ
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

5日・19日（水）（全町）

16日・10日・13日
17日・20日・27日

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

8日（土）

22日（土）

10日（月）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

27日（木）

28日（金）
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町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に午前８時までお持ちください。

注　　意
1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。
 －例外として－
 ①セットとして出しても良いもの
 　 スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、ゴルフ
セット

 ② 同一品目で10㎏以内にまとめても良いもの
 　 雨どい、煙突、ござ、トタン、波トタン、座布団

3．  票せんが付いていないもの、名前の書かれて
いないもの、しっかりとこん包できていない
ものは収集しません。

4． 粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。

10月は粗大ごみを収集します

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日
馬場目地区 10月 2日㈭
富津内地区・内川地区 10月 3日㈮
馬川地区・森山地区 10月 6日㈪
大川地区 10月 7日㈫
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 10月16日㈭
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） 10月17日㈮
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 10月20日㈪
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 10月21日㈫



※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

9月28日

3128

○体育の日
○ 体育の日広域五
城目体育館・屋
内温水プール無
料開放

（9：00～）

30

11月1日
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６

13

５

19

26

４３10月1日

○ 五城目・上小阿
仁間駅伝競走大
会（五城目出発・
10：00～）

○ 町内小中学校１
学期終業式

○ 秋の馬場目岳清
掃登山（7：30・
道の駅出発）
○ 体育の日スポー
ツ大会（9：00
～・13日まで）

○ 町内小中学校秋
季休業（15日ま
で）

○ 町内小中学校２
学期始業式

○ 親子ふれあい体
操教室（広域五
城目体育館・

10：00～）

○ 秋の一斉清掃
（6：00～7：30）

○ 五城目職人物産
展（イオンスー
パーセンター五
城目店・30日ま
で※予定）

○ 秋の朝市「きの
こまつり」（朝市
通り・9：00～）
○ 観光協会まつり
（朝市通り特設
会場・9：00～）

○ 朝市500年記念
マラソン大会（雀
館運動公園広場・
9：00～）
○ 内川地区合同文
化祭（内小体育館
ほか・9：00～）
○ 支部消防団教養
研修（五一中グラ
ウンド・13：00～）

○ 町功労者表彰式
典・産業文化祭
褒賞授与式（広
域五城目体育
館・10：00～）
○ 産業文化祭（広
域五城目体育館
ほか・3日まで・

9：00～）
○ 大川小学校学習
発表会

（9：30～）

○ 五城目保育園運
動会（9：30～）
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No.151

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

勝

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成20年８月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,467 （－12） （－207）
（男） 5,397 （－10） （－104）
（女） 6,070 （－02） （－103）
世　帯 4,119 （＋01） （－002）

□　□　□　□さん 85歳 8月 9日 中　　村

□　□　□□□さん 81歳 8月11日 広　青　苑

□　□　□□□さん 85歳 8月14日 西　　野

□　□　□□□さん 83歳 8月17日 雀　　舘

□　□　□□□さん 84歳 8月22日 西　　野

□　□　□　□さん 78歳 8月26日 雀　　舘

□　□　□□□さん 82歳 8月27日 野　　田

□　□　□　□さん 69歳 8月29日 東磯ノ目

□　□　□　□さん 93歳 8月31日 町　　村

□　□　□　□さん 78歳 8月31日 岡本１区

▼
今
月
号
の
表
紙
と
十
㌻
で
ご

紹
介
し
た「
森
山
登
山
競
技
会
」

と
「
も
り
や
ま
ウ
オ
ー
ク
」。
私

も
当
日
は
取
材
の
た
め
、
森
山

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
走
っ
た
り
歩
い
た

り
と
、
自
分
の
足
で
森
山
へ
登

ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
ち
ょ
っ

と
ズ
ル
を
し
て
、
山
頂
付
近
ま

で
車
で
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
カ
メ
ラ
が
あ
る
か
ら

と
言
い
訳
を
し
な
が
ら
、
お
腹

の
出
っ
張
り
も
気
に
な
り
、

「
や
っ
ぱ
り
歩
い
て
登
れ
ば
良

か
っ
た
か
な

―
？
」
と
取
材

中
に
後
悔
…
…
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
「
全
町
体
育
祭
」
で
は

反
省
も
踏
ま
え
て
二
種
目
に
出

場
。
予
想
ど
お
り
翌
日
に
訪
れ

た
筋
肉
痛
と
引
き
換
え
に
、
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
を
少
し
解
消

し
ま
し
た
。

おくやみ申し上げます

□　□　□　□ちゃん 8月 3日 □　□・□　□ 中　川　原

□　□　□　□ちゃん 8月 6日 □□・□□□ 米　沢　町

□　□　□　□ちゃん 8月19日 □□・□□□ 雀　　舘

□　□　□　□ちゃん 8月26日 □□・□□□ 東磯ノ目

□　□　□　□ちゃん 8月26日 □　・　□　□ 紀久栄町

広
報

平
成
20年

10月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.891　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342
　6
018（

852）3151
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

 8月 3日 □ □・□ □ 中 川 原

「  元気で、思いやりの
　ある子に育ってネ♥」
　　　　　パパ、ママより

はじめまして

□□●□□　です
よろしくネ！

おたんじょうおめでとうございます


